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I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2024-2025 

 

現地リポーター（留学参加者） 

〈滞在期間 令和 6年 11月２日（土）～令和６年 12 月 21日（土）〉 

 

１ 滝川高校２年生（留学先：Lord Beaverbrook High School） 

 ★ カナダの授業 

２ 滝川高校１年生（留学先：Jasper Place High School） 

 ★ バスの降車の仕方 

３ 札幌北高校１年生（留学先：Harry Ainlay High School） 

    ★ カナダの学校生活について 

４ 札幌西陵高校２年生（留学先：Bowness High School） 

    ★ カナダの家電製品 

５ 札幌国際情報高校１年生（留学先：Harry Ainlay High School） 

     ★ ボトルディポット 

６ 札幌国際情報高校１年生（留学先：Harry Ainlay High School） 

    ★ FROSTER 

７ 札幌国際情報高校２年生（留学先：Medicine Hat High School） 

     ★ 性の多様性と授業の違い 

８ 小樽潮陵高校２年生（留学先：Harry Ainlay High School） 

    ★ 日本と比べたカナダのテクノロジー 

９ 室蘭栄高校２年生（留学先：Harry Ainlay High School） 

    ★ 学校での非常事態時の対応について 

 10 苫小牧東高校２年生（留学先：Jasper Place High School） 

★ 学校生活について 

11 苫小牧南高校１年生（留学先：Harry Ainlay High School） 

★ Christmas decoration 

12 苫小牧南高校２年生（留学先：Lethbridge Collegiate Institute） 

★ 学校生活について 

13 函館中部高校２年生（留学先：Bishop Carroll High School） 

★ 学校教育とファッションについて 

14 旭川東高校２年生（留学先：Queen Elizabeth High School） 

★ 高校のちがい 

15 旭川東高校１年生（留学先：Westwood Community High School） 

★ 主食、バスの中にヒーター、映画館の椅子がソファー＆机つき 

16 旭川北高校２年生（留学先：Ecole McTavish Public High School） 

★ 高校のちがい 

17 帯広柏葉高校２年生（留学先：Harry Ainlay High School） 

★ アルバータ州の運転事情 

18 鹿追高校２年生（留学先：Spruce Grove Composite High School） 

★ カナダの家の構造について 

19 釧路湖陵高校１年生（留学先：St. Francis High School） 

★ 自動車の運転と言語 

 



I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2024-2025 

 

★ カナダの授業 

 

カナダの高校の授業は日本の高校の授業と違い、授業が毎日同じです。これはセメスター制と呼ば

れるもので毎日 4 コマの授業で 1 コマ 90 分ほどの長さです。終わる時間に関しては日本の高校とあ

まり変わりません。なぜなら日本の授業の開始時間はおよそ 8:30から、しかしカナダの学校の開始時

間はおよそ 9:30から、なんと学校が始まる時間が 1 時間も遅いのです。 

 

そして授業の内容は必須科目 2 科目、選択科目 2 科目で選択する科目は各学校によって違います。

選択科目の例として、「溶接」「リーダーシップ」「美容」などの様々な専門科目を学べるのです。なの

で多くの人は将来自分の就きたい職業に関係している科目をとることができるのです。 

 

なぜこのような授業制度をとっているのかとホストファミリーに尋ねてみたところ、”自主性“や”

自分で判断する力“、何を学びたくてこれからどうしていきたいのかを自分で考えるために、この授

業制度をとっているようです。カナダと日本の考え方の違いを感じる瞬間だと考えます。 

 

 

時間割  

 

 

１ 

選択科目表  



I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2024-2025 

 

★ バスの降車の仕方 

 

日本でバスを降りたい時、降車ボタンを押しますよね。 

カナダにももちろん降車ボタンがあります。 

しかし、ボタンが設置してあるのは通路側の柱のみであり、窓の

縁や下などにボタンはありません。その代わり、カナダでは窓に

沿ってビニール製の黄色の紐が見られます。カナダでは、この紐

を引いて運転手に降車することを知らせます。 

紐を引くとバスの前方にある電光掲示板に「Stop Requested」と

いう文字が掲示され、次のバス停で止まることを他の乗客に知ら

せてくれます。 

 

 

※青色のシールには｢PULL CORD TO SIGNAL’DRIVER TO STOP(引く運転手に停止の信号を送るコード)｣と書かれています。 

 

まとめると、 

1、日本は全て降車ボタンで、押すと光るがカナダではボタン又は紐を使い降車を知らせる。 

2、日本のようにボタンは光らないが、代わりに電光掲示板で次のバス停で止まることを知らせてくれ

る、ということになります。 

バスに関することだけでも、終点・始発以外のバス停では時刻表はあまり見かけない、バス料金は前

払い、お釣りは出てこないため丁度の小銭にする必要がある(現地の方は専用のカードを使っているこ

とが多い)、など……さまざまな違いが見られます。 

「所変われば品変わる」という言葉があるように、日本とカナダでは全く違う暮らしや習慣、文化が

あることを実感しました。今回取り上げたこと以外にもドアの作りや信号機など違いは容易に見つけ

ることができます。 

残りの 1ヶ月間で、もっとたくさんの違いを見つけていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

２ 



I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2024-2025 

 

★ カナダの学校生活について 

 

私の通っている札幌北高校では 65分の授業が 5コマ、3時間目と４時間目の間にお昼休憩がありま

す。一方で、Harry Ainlay 高校では 75分の授業が 4 コマ、2時間目と３時間目の間にお昼休憩がある

形です。また、カナダの高校では自分で取りたい授業を４つ選び、毎日週５日同じカリキュラムを過

ごします。教科としては、数学、社会、理科、英語以外にもコスメトロジー、ファッション、フード、

ドラマ、リーダーシップなど日本では聞き慣れない教科もあります。また、英語ではなくフランス語

やスペイン語、日本語等もあり、大学のような学校です。私は数学、英語、フード、リーダーシップ

を取っているのでこれらの教科を中心に述べていきたいと思います。 

 

カナダでは電卓を使う！ 

日本で授業中計算するとなると、暗算や筆算など自分の力で解くのが一般的ですが、カナダでは計算

する場面になると必ずと言っていいほど電卓を使います。また、写真のように少し特殊な電卓です。 

 

授業の始まりと終わりに挨拶がない！ 

号令がないため、遅刻する人は毎時間１人以上います。また、最後の号令もないため、授業終了５分

前には荷物を整理し始め、先生が話している途中であってもチャイムと同時に生徒は教室から出てい

きます。 

また、お手洗いや水を飲むために授業中に廊下に出る生徒も多いです。ここに自由な様子が出ている

なと感じました。 

 

リーダーシップって...!? 

私は最初授業希望を出す際、授業名からリーダーシップとは慈善事業や環境についてのポスターを作

るといった活動をするものだと思っていました。しかし、いざ授業に行ってみると、なんと筋肉トレ

ーニングでした。授業内容は、ダンベルを上げたり、おもりを持って歩いたりして鍛えるといったこ

とをします。予想とは異なる授業内容でしたが、仲間とともに活動するのはとても楽しいです。 

 

電卓               コスメトロジー 

 

３ 



I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2024-2025 

 

★ カナダの家電製品 

 

私は家電製品についてです。 

コンセントの形は、日本もカナダもどちらも Aタイプなので変換プラグなどは必要ありません。 

日本から持って行った、充電器やヘアアイロンなどそのまま使えます。 

ある日トースターでパンを焼こうとして、コンセントを刺そうとしていたらなかなか刺さらず苦戦

していたらプラグの左右の大きさが違っていて向きが決まっていることを知りました。 

 

また、冷めた食事を温めようとした時に、プラスチック製のお皿ではなく陶器のお皿に移し替えて

から温めてと止められました。日本の電子レンジはアルミホイル以外のものであれば、プラスチック

製、シリコン製、陶器など様々なものを温められるのに、カナダではプラスチック製のものは温めら

れないことを知りました。 

 

W数が違うのかとも思いましたが、500Wで日本の電子レンジと変わらなかったです。 

お土産として日本から持って行ったパックご飯を食べたいと言われて、このまま電子レンジで温め

るだけだよと説明したら、容器がプラスチック製なのにこのままで大丈夫？と驚かれました。心配し

ていましたが、出来上がったご飯を食べて美味しいと喜んでくれました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 



I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2024-2025 

 

 ★ ボトルディポット 

 

カナダではビン・缶・ペットボトルのゴミをこのボトル ディポットというリサイクル施設に持って

いって処理する。普通にゴミとして捨てることもできるがお金がかかってしまう。さらに一番驚いた

のがここにもっていくと捨てた量に応じてお金がもらえること、実際に自分たちが行ったときは３０

ドルももらった。カナダの政府がリサイクルを促すために行っている取り組みらしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

５ 



I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2024-2025 

 

★ FROSTER 

 

カナダの CIPCLEK というコンビニエンスストアには、FROSTER というフローズンドリンクが飲める

ドリンクマシンがあります。  

自分で好きなフレーバーを選び、自分で好きな量を入れて、レジに行ってお金を払うシステムにな

っており、私のパートナーはお金を払う前に飲んでいたりと、日本ではあまり見ない光景が当たり前

にありました。  

シャリシャリしていて、かき氷のような食感でした。コーラ味がコカコーラではなくペプシコーラ

だったのも面白かったです。 
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I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2024-2025 

 

★ 性の多様性と授業の違い 

 

〇 性の多様性 

私の通った Medicine Hat High School にはいくつかのト  

イレが設置されていたのですが、驚くことにその内の数箇所

は男女共用のトイレでした。日本では、 男女という性を区別

する意識が強くあるため中々男女共用トイレは受け入れられ

にくいと思います。しかし、カナダでは私の学校だけでなく

男女共用トイレを見かけることが何度かありました。また、

学校では男女関係なく生徒たちが交流している様子が見ら

れ、性の垣根を越えた人間関係の様子が見受けられました。 

 

 

 

 

 

〇 授業の違い 

私はカナダの学校に通っていた時、1 日４コマで同じ科目を毎日繰り返し行いました。私の通う

札幌国際情報高校の 1日の授業数は 6コマまたは 7コマで毎日時間割が変わるのに対し、カナダの

時間割の仕組みにはとても驚きました。また、カナダの学校には美容や調理、心理学などの専門的

な授業が多くありました。さらに、通常日本の授業では、計算を計算機を使用して行いませんが、

カナダでは授業中のみならず、テストの際にも計算機を用いて計算を行うことに驚きました。 
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I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2024-2025 

 

★ 日本と比べたカナダのテクノロジー 

 

カナダの学校では、生徒や教師にとって効率的であるコンピュータやスクリーンの導入が日本より

もとても進んでいます。学校の各教室には大きなスクリーンがあり、日本のように黒板を使って授業

をすることが少ないです。そしてその大きなスクリーンはなんと、手で触ると、マウスでコンピュー

タを操作しているように動かすことができます。あるポイントに縮小することも、拡大することもで

きますし、ペンの色を変えて絵を描くこともできます。私の学校では、スクリーンを使うには機械や

スクリーン自体を持ち運んで設置すると言う動作が必須ですが、私が行ったカナダの学校では、スク

リーンや機械はもうすでに設置されている状態です。 

他にも、コンピュータ室では 1 人 2 台のコンピュータが与えられていて、編集する時にとても便利

でした。 
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I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2024-2025 

 

★ 学校での非常事態時の対応について 

 

私は留学先の Harry Ainlay High School で行われた防災訓練や非常事態のときの様子に、日本と

の違いを感じました。まず、不審者の侵入を想定したロックダウンの訓練が行われましたが、これは

近くの部屋などに逃げ込み、電気を消してロックダウンが解除されるまで待機するというもので、日

本では経験したことのない緊張感のある訓練でした。この高校では、一度教室の扉を閉めると外から

は開けられないようになっており、この点から見てもカナダのセキュリティに関する意識の高さを実

感できました。 

また、訓練ではなく本当に火災警報のアラームが鳴ったときには、作業の手をすぐに止め先生も生

徒も迅速に外へ避難していました。日本の学校では、先生の指示を仰ぐのが一般的ですが、カナダで

は個人個人の意識によって迅速な避難がなされているんだなと感じました。 
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I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2024-2025 

 

★ 学校生活について 

 

日本とカナダではカリキュラムが大きく違いました。まず、１つの授業約８０分４コマを１日に受

けました。毎日同じ授業で、コスメやリーダーシップ、ギター、アメリカ手話、料理など日本にない

ものを選択することができました。 

私はアメリカ手話の授業を受けました。先生は実際に耳の聞こえない方で、すべて手話か筆談で会

話をしていました。クラスのみんなは日常会話を手話で不自由なくできていて、とてもためになる授

業だなと思いました。 

 また、教科数が多いのに加えて、生徒数が３０００人を超えていたため、学校がとても広くて道や

教室を覚えることが難しかったです。海外の映画でしか見たことがないような廊下に並ぶロッカーも

たくさんあって、テンションが上がりました！ 

 そして、１１月に『spirit week』という着ていく服のテーマが決められている週がありました。

月曜日はパジャマ、火曜日は双子コーデ、水曜日はジャージ、木曜日は１９９０年代をイメージした

服、金曜日は学年別で決められた色の服というように決まっていました。私も実際にパジャマやジャ

ージ、grade 12thのカラーである黒の服を着て登校しました。日本では聞いたことのないような企

画でとても面白いなと思いました。 

 
廊下の様子    spirit week のカレンダー 

  

 

  

賛美歌が載っている本 

10 

日本は無宗教が半数を占める国ですが、カナダは無宗教が約 1

５%と宗教を持つ人が多いです。キリスト教を信仰するクリスチ

ャンが約８０%と多くを占めています。私がお世話になったホス

トファミリーも Church of Jesus Christ of Latter-day Saints

（末日聖徒イエス・キリスト教会）を信仰していました。日曜日

の朝９時から隣町の教会の聖餐会に行ってお祈りや賛美歌の合唱

をしたり、お話を聞いたりしました。 

また、聖餐会が終わった後、別の教室に少人数で別れて福音 

を学びました。 

そして、金曜日を除いた毎朝、朝６時半から７時半まで教会で

church class というものに参加し、賛美歌の合唱やお祈り、福

音を学びました。クッキーやドーナツを食べたり、時々ゲームも

したりしました。 

日本と比べ、日常的に信仰心の強さをとても感じました。 

 



I found ★ the differences! 
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★ Christmas decoration 

 

First it’s about 3 weeks I came here.  

I have been spending good time in Lethbridge. 

Everyone is so kind to me. In addition, my host family is so beautiful!!  

And I found a difference between Japan and Canada.  

So let me introduce the difference that I found. 

 

In weekend we decorated this tree!! I was so surprised to it.  

Case in my opinion in Japan almost families don’t decorate a Christmas tree this big. 

And I saw other Canadian families decorate in larger Christmas tree and even outside 

with grand Christmas decoration.  

 
Here is my host family’s Christmas tree. 
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I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2024-2025 

 

★ 学校生活について 

 

メイクやネイル、自分の好きな服を着て登校してます。授業中の飲食や自由に動いたりすることが

許されていて日本とは全然違うので見習ってほしいと思いました。 

昼休みの過ごし方にも違いがあり日本の高校では、昼休みは教室でお弁当を食べることが一般的で

すが、カナダの高校ではカフェテリアや外に出て友達とご飯を食べに行ったりすることもできます。 

カナダの学校では掃除の時間がなく放課後に清掃員の人が掃除をしてくれます。 
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I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2024-2025 

 

★ 学校教育とファッションについて 

 

○ 本当に高校？大学みたいなカリキュラム 

  私が通った Bishop Carroll High School はカルガリー内でも珍しいシステムを導入している学

校です。 

まず主要５教科をはじめとする多種多様な教科の中から受けたい授業を選択します。自分で予習

した後、自分の考えや理解できなかった問題などを持ち寄って「セミナー」と呼ばれるグループデ

ィスカッションに参加します。そこでの評価対象となるのは正しい答えを導き出すことだけではな

く、論理的かつ説得力のある発言をすることです。その後自分の学習状況に応じたタイミングでテ

ストを受け、合格すればその単元を履修したことになります。 

学習進度は生徒次第の為、中には既に今年度分を履修している生徒もいるそうです。また、クラ

ス毎、教科毎に教室が定まっているわけではなく(音楽や科学など場所確保の必要な教科は除く)生

徒それぞれが好きな場所、好きな時間で学習していました。生徒に任せることで自主・自立性を育

み、自ら考える力を尊重する大学のような方針が日本のものとは異なると感じました。 

 

○ ラフファッションの代表格 〜PJパンツ〜 

  学校やバス、街を歩いていてもパジャマパンツ(通称:PJ パンツ)にサンダルというラフなファッ

ションで外出している学生をよく見かけました。チェックやハローキティ柄、着ぐるみパジャマな

どバラエティに富んでおり面白いと感じました。 

私の推測に過ぎないのですが周囲からの視線を気にせず、あえて着飾らないことから自分の快適

さを追求するとともに、外見ではなく内面を重視するカナダ人の共通認識が関係しているように思

います。 

ラフな格好での外出は単に面倒臭がりやだらしないの一言で終われず、自身の快適さを何よりも

大切にし周りもそれを尊重する柔和で外見だけで評価されることの少ない社会を顕著に表す代表的

な事例なのではないかと気付きました。 
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I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2024-2025 

 

★ 高校のちがい 

  

時間割 

カナダの高校は、日本の高校よりも 1 日の授業数が

少なく、授業時間が長いのが特徴です。毎日 4 時間授

業で毎日同じ 4 科目を学びます。金曜日は午前授業で

授業時間が 52 分に圧縮され、午後 1 時には下校する

ことができます。また、授業の開始時刻や終了時刻が

切りの悪い数字ばかりでとても覚えづらかったこと

が印象に残っています。 

休み時間 

２分しかない休み時間は移動に消えます。高校 

がとても広いうえに 1時間ごとに教室を移動する必

要があるので、真面目に次の教室に向かっても間に

合わないこともありました。先生方もそこは理解し

ており、予鈴の数分後に授業が始まり、終鈴の数分

前に授業が終わります。号令はなく、生徒が揃うと

授業が始まります。 

出欠 

カナダの高校には、クラスという概念が

なく、ホームルームも存在しません。そのた

め、生徒が登校しているかは各授業の先生

がそれぞれ確認していました。 

Spare time 

「Spare time」とは空きコマのこと

です。カナダの高校は 2 期制で 1 学期

あたり最大 4 コマ授業を取ることがで

き、3 年間で最大 24 コマの授業を取る

ことができます。5 教科中心に最低限

受けなければいけない授業は決まって

おり、それ以外にも授業をとるかとら

ないかは自由です。そのため 1 日 3 授

業の人もいました。私のパートナーも 

S1 の 1 時間目が Spare time となって

いました。 

D2L-Calgary Board of Education 

このサイトで個人ページにログインすると、授業の情報を受け取ることができ、授業で使用したスライド

などを閲覧すること等ができます。私が受けたデザインの授業では使用したことのないソフトを使い下書き

を作り、レーザーカッターで切るなどの作業がありました。最初は何もわかりませんでしたが、そこにアップ

されているチュートリアルのおかげで授業を楽しむことができました。 

大学入試制度 

カナダには共通テストのようなものや大学側が作成

する学力テストはありません。学部が指定する科目を

学んでいることと高校を卒業していることが大学入学

の条件になっており、基本的に高校の成績だけで大学

の合否が決まります。志望校合格のためには、高校でい

かに良い成績を取るかが重要です。 

14 
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I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2024-2025 

 

 ★ 主食、バス停の中にヒーター、映画館の椅子がソファー＆机つき 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 主食 

ある日の夜ご飯。主食はパンで、バターが塗

ってありました。スープと一緒に食べました。

スープには野菜やチキンが入っていてとても美

味しく、パンとあいます。とくにブロッコリー

がアクセントになって美味しかったです。  

 

○ バス停の中にヒーター 

朝のバス停の中です。バス停が部屋みたいに

なっていて、ドアがあり、5人くらい入れま

す。ヒーターのボタンを押すと、上のランプが

段々オレンジ色になり、徐々に暖かくなってき

ます。なので、暖かくバスを待つことが出来ま

した。 

 

○ 映画館の椅子がソファー＆机つき 

THE POLAR EXPRESS という映画をみにいき

ました。ナチョスとお水を買い、スクリーン

に行くとなんと椅子が全部ソファー。しか

も、机付き。とても快適に映画を見ることが

出来ました。 
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I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2024-2025 

 

★ 高校のちがい 

 

カナダで私が通っている高校では、日本のものとは大きく異なった時間割とカリキュラムを組んでい

る。ここでは、90分の授業に一日４つ出席でき、日本の学校のような必修科目はない。卒業までに必要

な数の単位を取得できるならば、自由に授業を選んで出席でき、さらに空きコマを作ることも可能であ

る。もちろん日本で言う技能教科のような授業もあり、単位とは関係しない。下の写真は実際のクッキン

グの授業でつくったものである。 
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I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2024-2025 

 

 ★ アルバータ州の運転事情 

 

アルバータ州では１６歳から車の運転できます。また、保護者同伴であれば１４歳から運転できま

す。友達が普通に車を運転してきます。自分も友達の車に乗せてもらいましたがちょっと怖いです。

てか、まあまあ怖いです。でも、意外と安全運転で大人が運転するほうが荒かったりするかも。 

しかし、みんながみんな運転するかというとそうではなく、自分の体感ですが高校生で運転してい

るのは少数派かなと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←結構いい車 
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I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2024-2025 

 

★ カナダの家の構造について 

 

私はカナダと日本の家の違いについて報告します。 

私が見つけた日本とカナダの違いはカナダには地下室がある家がほとんどです。 

その理由について友人に聞いてみたところ、地下室は外の気温の影響を受けにくいことから夏の暑

い時期には暑さを凌ぐことができ、寒い冬の時期には、暖房で暖めて快適に過ごすことができるそう

です。気温差の大きいカナダで快適に過ごすためには、地下室の存在は必要不可欠なものであると感

じました。また、大人数の家族の場合だと部屋の数を増やすために地下室をつくることもあるそうで

す。 

夏はエアコン、冬はこたつや床暖房などを使って過ごし、部屋を増やす場合は２階、３階と上に部

屋を重ねていく日本とは違った文化だと思います。 
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I found ★ the differences! 

Hokkaido / Alberta student exchange program 2024-2025 

 

 ★ 自動車の運転と言語 

  

○ 自動車の運転 

日本では 18歳から自動車を運転する資格を得ることができます。しかし、アルバータ州では、保護

者が一緒にいる場合は 14歳から、保護者がいなくても 16歳から自動車を運転することができます。私

のパートナーも 10月に 16 歳になったそうで、試験に合格すると 1人で運転できるようになると聞きま

した。カナダの他の州も同じなのかとホストファミリーに伺ったところ、14歳から取得できるのはア

ルバータ州のみだそうです。 

 

○ 言語 

日本では公用語が日本語の一か国語のみなので、私たちの日常生活は全て日本語によって営まれてい

ます。しかし、カナダでは公用語が英語とフランス語の二か国語あります。そこで私は学校の授業など

で人々はどのように言語を使い分けているのか気になりました。私が訪れたアルバータ州では英語が主

に使われています。しかし、東に位置するケベック州ではフランス語を使う人も多いそうです。そのた

め、食品パッケージや街中の看板は英語とフランス語のどちらでも記載されていました。カナダでは英

語を使う人が増えてきている中、ケベック州ではフランス語を話す人を減らさないために、英語を避け

る政策がとられています。例えば看板で 3語以上の英語を使ってはいけません。またフランスで使われ

ているフランス語には、日本語でいうカタカナのように、英語も混じっていますが、ケベック州で使わ

れるフランス語では、英語が全く使われていなくオリジナルの新しい言葉が生み出されているそうで

す。日本では見られないことなので、とても興味深かったです。 

 

飛行機で頂いたお菓子          スーパーマーケットで購入したジュース 

                                  

19 


